
可燃性液体と不燃性液体の混合による引火性と燃焼性

l はしがき

近代産幸町尭島にともない。帯剤の需要は地加のー

遣をたどり，同時に臨剤の瞳頴も多くなっている.溶

剤町必要な条件は，溶解世.，大き〈。適当な革気圧を

有 L.不燃性であり。毒性がな<.価格が置いこと等

があげられる これらの箇条件をすべて満足する溶剤l

はな〈 。 したがって利用面からい〈つかの制点を""j
選定するわけである

物質を溶かすことのできる液体すなわち浴剤は一般

に可燃性液体であり，火揮による危険性は非常に大き

い これに対し.ハロゲン化院化水素系寵体は。多〈

町場合不燃佐である

不燃性液体凪可憾性班体に比絞L"1:価格が高いた

め.これを単独で大量に用いることは少ない

可燃性君主体に不嶋監液体を混合する二とにより，可

燃性液体円態燃イじが酷みられ，また価格もますくする

こともできるので，近代各種産自柱。二世用される量ほ L

だいに増大しているしかしながらこれら民合帯剤はp

全〈危険性がないわけで陪な〈混合割合によっては.

燃焼性もあり.引火性も強いものがある このような

実情から。今回不時性液体と可酷性波体円程合による

第 1 渓

内 回 誌*

危険性を杷催するため.9!肢を行なうたものである

試料と Lては。工揖用ベンゼン トルエン ・トリク

ロM エチνソ パータロルエチνyなど，それぞれ単

一成分のものを盟周 L.混合成分として白 、不ラルタ

ーベ γを匝用した

2 測定法

111 引火点机l定法

J 1 S • K2265に組定されたベン7.キ マルテン

7.試験器および. J 1 5 • K2274に規定されたタリ

ープラン ド聞出式試験器により 引火点を捌定 L

fこ

ペンスキーマルテンス円熟富iは置期と L.スライ

ダヅタにより畠庄内調整を行なった

Zえ酷提は 都市ガスを亜用したa

タリープラソドの酷寵。試験炎はともに都市ガス

を佐用 Lた

(2)燃焼点測定法

前記クリープラ y ド開放式E実験器により.時望書継

続時間を 5秒以上として燃焼点を副定した

3 使用薬品白性扶

佳用車品町一般的な世状は第 1衰のとおりである
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4 測定結果 各種世合の各聾度におげる引火点I 時焼点は。第2

~酷4賓の通りである. ~ニ研""
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なっている

引火性と性能性では(図 1-6) トりタ E ルニチ

νゾと可燃性百件の混合Lた場合の引火栓と絵続性と

のなす角度のほうが ，ミータ ロルエチ νンと可燃性直

体との混合 Lた当面会内角度より大き〈なってい る

この二とは.引火性.燃焼位を抑制する力は

ロルエチ ν ンのほうが。 ハータ ロルエチ νγよりも抽

図 3 ベンゼン ・トり タロルユチνγの引火

性鴫焼世について

トリタロルエチνν

察

可然性班体とト"タロルエチ νy パークロルエチ

νγを毘合した毎告の引火性比

のほ うが 引火占は高〈 引火性が悪〈なっている

燃焼性についてみると 引火性の場合と同様にトザ

タロルエチνゾのほうが時焼点は高〈。燃焼性は悪〈

考5 

トリタ

図 1 トルエ， .ト9タ.，レ孟チνユ〆の引火

性 ・燃焼性について
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図 4 ベンゼン・バータロルzチνγ円引火

性酷焼世について
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図 2 トルエン ・バータ ロルzチνンの引火

世について
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図 6 ターベ ン・ハ タロルエチ VYの号l火
性 ・開涜性について

函 5 ターベ γ ートリタロルエチ νγ円引火

性 ・開躍世について
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るものであるので同一世はできない しかし本実験の

場合， トリグロル忌テνyとれークロルエチレンとで

畦温め時の向温度では，蒸覧庄町大きさはトリタ

ロルニチνソのほうがはるかに大きいために。前記の

ような結果が得られたものと考えられる

文献n 紋図-1量火見Vol.11 No_ 3 (961) 

メタゾ系の塩型化物の憶焼性を開

b玄.

( 23 ) 

楽的であるといえる

文献"によれば

制する力的大きさは

CH3CIくCH~C12<CHClaくCCI~

の阻になっている すなわち塩車置の多いほど時焼性

を抑制する力があるといえるーこの場合は覧体として

のEであり.本実験の場合の軍合は液体の混合比正よ




